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東アジアにおける絶対重力基準網の確立を目的の一つとして，2002 年から中国・インドネシア・マレーシアに

おいて，絶対重力測定を実施してきた．使用した絶対重力計は，京都大学大学院理学研究科及び国土地理院が保有

する Micro-g Solutions 社製 FG5 である． 

これまでに，中国においては武漢・上海・南寧および北京，インドネシアではバンドン・ジョグジャカルタで，

マレーシアではクアラルンプールにおいて絶対重力測定を実施した．特に，武漢においては，中国科学院測地及び

地球物理研究所所有の FG5 も加えて，3台（＃112，＃201，＃210）を用いて比較測定を実施した． 

武漢・バンドンにおいては，超伝導重力計による観測が行われており，超伝導重力計の検定とともに，重力の

非潮汐重力変化の検出も目的の一つである． 

来年度（2004 年度）は，中国のラサ・昆明，インドネシアのボゴール・ポンチアナク，マレーシアのコタキナ

バルにおいて，絶対重力測定を計画している．また，日本国内では，京都・松代・江刺・つくばにおいて，繰り返

し絶対測定を実施しているが，ここでは，中国・インドネシア・マレーシアにおける絶対重力測定について，得ら

れた絶対重力値とともに，測定の状況・問題点についても報告する． 

 


